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国
語
学

遠
藤　

邦
基

　

国
語
漢
文
専
攻
科
を
出
自
と
し
、
昭
和
二
十
三
年
の
新
制
大
学
発
足
と

同
時
に
文
学
部
国
文
科
と
な
り
、
平
成
十
年
に
は
学
科
名
に
国
語
を
冠
し

て
国
語
国
文
学
科
（
平
成
十
六
年
、
改
組
に
よ
り
国
語
国
文
学
専
修
）
に

改
称
し
た
の
は
、
専
攻
分
野
の
細
分
化
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ま
で
は
古

典
文
学
の
解
釈
の
た
め
の
補
完
的
立
場
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ

た
国
語
学
が
、
こ
と
ば
自
体
を
研
究
対
象
と
し
た
独
立
し
た
分
野
と
し
て

認
知
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
昭
和
二
十
五
年
に
創
刊
さ

れ
た
関
西
大
学
国
文
学
会
編
の
機
関
誌
『
国
文
学
』
に
は
、
創
刊
当
初
か

ら
国
語
学
関
係
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
き
た
。

　

以
下
、
専
任
教
員
を
中
心
に
非
常
勤
、
卒
業
生
・
学
生
の
掲
載
論
文
名

（
副
題
略
）
を
分
野
別
に
分
類
し
て
、
執
筆
者
（
敬
称
略
）
を
号
数
と
と
も

に
示
す
。

　

昭
和
二
十
六
年
発
足
の
萬
葉
学
会
の
本
部
が
お
か
れ
て
い
た
本
学
に
は
、

澤
瀉
・
吉
永
・
木
下
・
神
堀
・
大
濱
と
い
う
著
名
な
万
葉
学
者
が
在
職
。

し
た
が
っ
て
上
代
の
語
学
関
係
の
論
文
も
、
阪
倉
「
接
尾
語
ラ
マ
考
」（
三

号
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
吉
永
「
奈
良
朝
特
殊
語
法
「
ず
は
」
に
つ
い
て
」

（
三
号
）、「
己
然
形
に
つ
い
て
の
十
二
の
問
題
」（
四
十
四
号
）
が
載
る
。

木
下
に
は
上
代
語
を
中
心
と
し
た
「
終
助
詞
「
な
む
」
の
反
事
実
性
」（
五

十
号
）、「
ミ
語
法
」（
五
十
二
号
）、「
万
葉
集
旧
訓
回
懐
」（
六
十
八
号
）

「
万
葉
古
今
語
雑
考
」（
七
十
三
号
）、「
万
葉
集
古
写
本
の
本
文
改
変
」（
六

十
七
号
）、
漢
字
音
に
言
及
し
た
「
万
葉
集
題
詞
」（
五
十
四
号
）
な
ど
が

あ
る
。

　

神
堀
に
は
上
代
語
の
語
彙
・
語
義
論
を
中
心
に
し
た
「
古
事
記
の
「
あ

は
れ
」
の
語
義
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
十
八
号
）、「「
大
野
」
の
原
義
」（
四
十

五
号
）、「
万
葉
集
の
「
遊
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
七
十
五
号
）
な
ど
が
あ
る
。

文
法
論
を
専
門
と
し
た
土
部
は
「
連
体
格
か
ら
連
用
格
へ
」（
四
号
）、「
提

示
語
の
「
の
」
の
あ
る
場
合
」（
十
一
号
）、「
連
体
格
用
法
の
「
ず
」
は
連

体
形
な
り
や
」（
二
十
一
号
）
の
ほ
か
に
、「
文
脈
と
構
成
」（
三
十
号
）、

「
文
章
の
基
本
様
式
」（
三
十
九
号
）
な
ど
文
体
関
係
の
論
も
残
し
て
い
る
。

な
お
、
木
下
・
神
堀
の
指
導
を
受
け
た
鍵
本
は
「
万
葉
集
動
詞
の
ア
ス
ペ

ス
ト
」（
六
十
九
号
）、「
詠
嘆
表
現
に
お
け
る
主
格
表
示
」（
七
十
七
号
）、

「
万
葉
集
に
お
け
る
連
体
修
飾
」（
七
十
八
号
）
な
ど
文
法
論
や
表
現
論
で

注
目
す
べ
き
論
を
発
表
し
て
い
る
。

　

語
順
や
構
文
論
の
研
究
で
新
分
野
を
拓
い
た
佐
伯
は
、「
敬
語
句
構
成
型

の
構
文
的
考
察
「（
四
十
五
号
）、「
万
葉
集
の
語
順
」（
五
十
二
号
）、「
物

名
に
よ
る
語
順
の
先
後
」（
六
十
八
号
）、「
類
義
成
分
の
先
後
」（
七
十
四
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号
）
な
ど
語
順
に
関
す
る
論
を
多
く
残
し
て
い
る
。
紙
谷
は
「
大
蔵
虎
明

本
に
お
け
る
待
遇
表
現
」（
七
十
号
）、「
中
世
に
お
け
る
疑
問
表
現
（
八
十

号
）
な
ど
の
中
世
の
文
法
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
現
代
日
本
語
の
モ
ダ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」（
六
十
八
号
）、「
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
に
つ
い
て
」（
七

十
一
号
）、「
現
代
日
本
語
の
自
動
詞
と
他
動
詞
」（
七
十
八
号
）
な
ど
、
通

史
的
観
点
か
ら
の
現
代
文
法
論
に
斬
新
的
な
論
を
展
開
し
た
。
遠
藤
は
、

従
来
国
語
史
の
資
料
と
し
て
殆
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
歌
学
者

た
ち
の
講
義
録
に
残
さ
れ
た
読
癖
注
記
や
古
写
本
の
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
の
痕

跡
が
、
音
韻
史
や
表
記
史
の
好
資
料
と
な
り
う
る
こ
と
を
、「
音
便
の
読

癖
」（
七
十
五
号
）、「
四
つ
仮
名
の
読
癖
」（
八
十
二
号
）、「
仮
名
遣
書
と

読
癖
」（
九
十
二
号
）
な
ど
で
論
じ
て
い
る
。
同
様
に
俳
諧
・
謎
立
な
ど
に

多
用
さ
れ
る
言
語
遊
戯
も
国
語
史
の
資
料
と
成
り
う
る
こ
と
を
「
杖
つ
き

の
「
乃
」
の
字
」、（
八
十
三
号
）「
川
の
ほ
と
り
に
牛
は
見
え
け
り
」（
八

十
六
号
）
な
ど
で
論
証
し
て
い
る
。

　

文
字
論
を
専
門
と
す
る
乾
に
は
「
文
字
を
め
ぐ
る
思
弁
か
ら
」（
九
十
三

号
）、
言
語
地
理
学
の
高
木
に
は
「
大
阪
方
言
に
お
け
る
動
詞
チ
ガ
ウ
に
由

来
す
る
諸
形
式
の
用
法
」（
九
十
二
号
）
が
あ
る
。

　

国
語
学
専
攻
の
学
生
・
大
学
院
生
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
互
い
に
切
磋

琢
磨
さ
れ
る
環
境
が
で
き
、
注
目
す
べ
き
論
文
が
多
く
発
表
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
以
下
、
雑
誌
論
文
や
学
会
発
表
等
で
、
引
用
・
参
照
さ
れ
た
り
、

学
会
展
望
で
紹
介
さ
れ
た
論
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

平
安
・
鎌
倉
期
の
文
献
の
影
印
の
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
、
当

時
の
仮
名
字
体
や
表
記
の
確
認
が
容
易
に
な
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
る
新
た
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
。
林
田
の
「
天
理
図
書

館
蔵
『
一
宮
紀
伊
集
』
の
表
記
」（
八
十
九
号
）、「
い
づ
こ
の
行
方
」（
九

十
号
）、「
藤
原
定
家
筆
「
古
記
録
切
」
に
つ
い
て
」（
九
十
二
号
）、
狩
野

の
「
日
本
大
学
図
書
館
蔵
『
土
佐
日
記
』
の
表
記
」（
九
十
一
号
）
な
ど

は
、
活
字
本
で
な
く
影
印
に
よ
っ
て
仮
名
の
字
体
（
字
形
）
を
厳
密
に
考

証
・
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
っ
た
論
で
あ
る
。
陳
贇
の
「
基
督
教
用

語
「
天
主
」
に
つ
い
て
」（
九
十
号
）、「「
慚
愧
」
の
意
義
変
遷
」（
九
十
二

号
）
は
、
と
も
に
豊
富
な
用
例
を
駆
使
し
て
語
義
の
変
遷
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
長
井
の
「
英
訳
本
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｎ
の
考
察
」（
八
十
九
号
）

は
、
松
山
方
言
の
微
妙
な
表
現
（
な
も
し
）
を
如
何
に
英
語
に
翻
訳
す
る

か
と
い
う
視
点
に
基
づ
い
た
論
で
、
国
語
学
（
日
本
語
学
）
よ
り
は
、
む

し
ろ
外
国
語
の
研
究
者
の
間
で
注
目
さ
れ
た
論
で
あ
る
。
井
口
は
「
原
敬

の
振
り
仮
名
改
革
」（
九
十
二
号
）、「
戦
中
期
に
お
け
る
海
外
邦
字
新
聞
の

字
音
仮
名
遣
い
」（
九
十
五
号
）、「
近
代
的
メ
デ
ィ
ア
の
ル
ビ
の
構
造
と
字

音
仮
名
遣
い
の
変
相
」（
九
十
九
号
）
な
ど
、
現
代
仮
名
づ
か
い
に
至
る
ま

で
の
軌
跡
を
検
証
し
て
い
る
。
田
中
は
「『
宗
因
七
百
韻
』
と
『
七
百
五
十

韻
』
の
表
記
」（
九
十
四
号
）、「
近
世
初
期
俳
諧
の
用
字
考
証
」（
九
十
六
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号
）、「
仮
名
遣
か
ら
見
た
近
世
初
期
俳
諧
集
（
九
十
七
号
）、「『
江
戸
八
百

韻
』
に
見
え
る
「
多
」
の
訓
み
に
つ
い
て
」（
九
十
八
号
）
な
ど
、
江
戸
期

の
俳
諧
・
韻
書
を
対
象
に
し
た
表
記
論
を
精
力
的
に
発
表
し
て
い
る
。

（
え
ん
ど
う　

く
に
も
と
／
本
学
元
教
授
）


